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初冬期の事故防止
忘れるな あの瞬間のヒヤリハット

事故を起こさないために
相手を思いやり、余裕をもった運転が大切です

スピードダウンの徹底

事故防止のため 「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

日没前後の「薄暮時間帯」は注意
歩行者・自転車を、見落とさないように気を付けましょう

午後７時 苫小牧 国道276号
伊達方向に緩やかな右カーブでやや登り斜面
乗用車同士正面衝突 52歳の女性死亡
もう一方の車の6人のうち、1人骨折の重傷、４人がケガ

どちらかが対向車線にはみ出しか？
◇『カーブ』の手前は・・・十分に、「スピード」を落として走行しましょう◇

◇カーブで曲がりきれず、対向車線にはみ出して◇
◇正面衝突や路外逸脱事故になる前に、スピードダウンを ◇

２０２３／１０／２９（日） １２：３６
２８日午後７時すぎ、苫小牧市丸山の国道で、伊達方面から千歳方面に向かっていた乗用車が対向車線から来た

乗用車と正面衝突しました。この事故で千歳に向かっていた乗用車を運転していた女性（５２）が死亡しました。
消防によりますと、もう一方の乗用車には４０代２人、１０代３人、１０歳未満１人の合わせて６人が乗っていて、こ
のうち１人が骨折の重傷、３人がケガをしたということですが、詳しい状況は明らかになっていません。警察は
どちらかの車が反対車線にはみ出したとみて調べています。

午後６時 見通しの良い、歩道のない直線道路
市道の脇を歩いていた会社員の男性
後ろから来た貨物自動車にはねられ死亡

◇夜間は、歩行者・自転車を見落としやすくなります◇
◇ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２３／１０／３０（月） １２：４７
２８日午後６時ごろ、岩手県で自宅からおよそ５００メートル離れた市道の脇を歩いていた会社員の男性（５８）

が、後ろからきた貨物自動車にはねられ、意識のある状態で病院に搬送されましたが、全身を強く打つなどして
２９日午後１０時ごろ死亡しました。警察によりますと、現場は見通しのよい片側一車線の歩道がない直線道路。

夜９時すぎ 信号交差点
横断歩道を歩いていた男性
軽乗用車にはねられ死亡

◇見落とすな 『赤信号』◇
◇『黄色信号』は・・・止まれ ◇

◇信号変わり目 歩行者が、『渡って来るかもしれない』 ◇
２０２３／１０／３０（月） １０：２６

２８日午後９時１５分ごろ、福島県の信号交差点で、横断歩道を歩いていた男性（６６）が、会社員の女性（２４）の
軽乗用車にはねられ、全身を強く打ち、死亡しました。女性にけがはありませんでした。


